
 「Francfranc」を始めとす
る複数のブランドを通じ、イ
ンテリア関連商品や雑貨商品
を販売しているバルス。
同社の情報システムチーム
は5名という少数精鋭体制なが
らも、顧客ニーズやビジネス環
境の変化へと迅速かつ柔軟に
対応するため、社内システムの
一部で内製化を進めている。
「内製化することでスピード
優先でシステムの開発や変更
が可能となり、要望に合わせた柔軟な対応ができます。
実際、最近開発した発注残管理システムは、わずか2週間という短
期間でシステムをリリースしました」と、情報システムチームのマネー
ジャーである鈴木氏は、内製化のメリットを説明する。
このように、短期間でシステムを稼働できた要因の1つとして鈴木
氏が挙げるのが、データ連携ツール「DataSpider Servista」の活用だ。
「基幹システムと連携が必要な場合、システム自体の機能開発の
ほか、システム間のデータ連携の仕組みも開発しなければなりませ
ん。しかし、今回のケースでは、システムの開発に利用したサイボウ
ズ社のクラウド型データベース『kintone（キントーン）』に対応した
DataSpider Servistaのデータ連携アダプタが提供されていたので、手
間をかけず、容易に基幹システムとデータを連携させることができま
した」（忽那氏）。
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「Francfranc（フランフラン）」などインテリア・雑貨小売販売事業を展開する株式会社バルス（以
下、バルス）では、基幹システムとMD（マーチャンダイジング）や発注残管理などのシステム
間データ連携にDataSpider Servista を採用。ビジネス環境の変化や顧客ニーズへと柔軟に対応
できるシステム構築・運用環境を実現している。導入の経緯と効果について、詳しく話を伺った。

スピード優先でシステムを
最適化するため開発を内製化

背景
基幹システムを中心とした、
スムーズなシステム間連携を実現する
ためデータ連携ツールを導入

課題
解決策

バルスがDataSpider Servistaを採用し
たのは、数年前、マーチャンダイジング
システム（以下、MDシステム）を導入し
たときにさかのぼる。しかし、情報シス
テムチームとしては、その前からデータ
連携ツールの必要性を感じていたと鈴木
氏は語る。
「事業の拡大にともない、さまざまなシ
ステムを内製するようになりました。そ
の多くは、基幹システムとデータを連携
する必要があり、都度、その仕組みを基
幹システムのサポートベンダーに依頼し

ていました。
システム開発を内製化しても、データ連携の部分を外注せざるを

えない状況であれば、結果として、店舗や経営陣からの要望へと迅
速に対応することが難しくなります。また、基幹システム本体や連携
しているシステムに変更が発生した場合、修正作業を再び依頼しな
ければなりませんでした」（鈴木氏）。
そのような状況を打開するため、汎用的なデータ連携ツールを導
入し、開発にかかる工数と期間を短縮すると同時に、システム自体の
開発に集中できる環境を実現したいと考えたという。
鈴木氏は当時の様子を振り返り、「MDシステム導入と同時期にデー

タ連携ツールも導入することで、納期・コストの圧縮と、MDシステ
ム導入後に発生する仕様変更に迅速に対応出来ると判断しました」と
語る。

Francfranc のブランドロゴと店舗の様子。
Francfranc だけでも約 8,000 アイテムの商品
を取り扱っている（写真提供：バルス）。

「MDシステムの導入を契機に、
DataSpider Servista を導入し
ました」（鈴木氏）

「DataSpider Servistaを導入したことで、データ連携に
手間をかけることなく、システムの内製にリソースを
集中できるようになりました」
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データ連携ツールの選定にあたり、情
報システムチームでは比較検討する製品
を2つに絞り込んだ。
「試用版を使ってプロトタイプを開発
し、使い勝手やメーカーのサポート体制
などを確認しました」（忽那氏）。
そのような検証プロセスを経る中、忽
那氏はDataSpider Servistaの採用を決め
た理由として、「開発のしやすさ」や「サ
ポート体制」という要件に加え、「将来性」
や「スモールスタートが可能」という点
も評価ポイントになったと説明する。

⑴ 開発のしやすさ
内製で開発を行う情報システムチームにとって、システム開発の生
産性に直結する使い勝手は、データ連携ツールを選定する上で最重
要ポイントと言っても過言ではなかった。忽那氏によれば、「マニュ
アルなどを読まなくても直感的に開発ができるだけでなく、とても
しっくりきた」のがDataSpider Servistaだったという。

⑵ サポート体制
サポートの窓口となるSCSKへのメーカーからのバックアップ体制

が整っているかどうかの確認は必須だったと忽那氏は語る。「何かを
作ってもらうというよりも、困っているとき、迅速かつ的確に助けて
くれるかどうかが気になるところでした」（忽那氏）。アプレッソは、
導入検討時、来社してデモをしてくれるなど誠意のある対応ができた
ため、安心してDataSpider Servistaを導入できると考えたという。

⑶ 将来性
MDシステムのみならず、導入後、さまざまなシステムと基幹シス

テムとのデータ連携を進めることを予定していたため、「既存のアダ
プタが豊富であることはもちろんのこと、新たな製品との連携を積極
的に進めている姿勢も評価しました」と、忽那氏は語る。

⑷ スモールスタートが可能
DataSpider Servistaは機能がシンプルでコストパフォーマンスが高

く、必要に応じてアダプタを追加していくことで柔軟に拡張できるの
で、スモールスタートが可能な点も大きな評価ポイントとなった。

現在バルスでは、MDシステムを始め、売上レポーティングシステ
ムや在庫検索システム、発注残管理システムなど、さまざまなシステ
ムと基幹システムとの連携にDataSpider Servistaを活用している。
「汎用性の高いデータ連携ツールを利用できるようになったことで、

プロトタイプを開発し、
使い勝手やサポート体制などを確認選定理由

システム間の連携を気にせず、
最適なシステムを自由に選択・開発
できる環境を実現

効果

システム間の連携に手間と時間をかけることなく、新しいシステムの
企画、開発、選定へと情報システムチームのリソースを集中できるよ
うになりました。
また、特定のベンダーやシステムに縛られることなく最適なシステ
ムを選択できるようになり、開発期間の短縮化を図ると同時に、シス
テムの変更にともなうメンテナンス作業にかかる負荷も軽減できまし
た」と、忽那氏はDataSpider Servistaの導入効果について語る。
一方、鈴木氏は、「小回りの利く開発環境を整備することができま

した。今後はさらに、店舗における顧客サービスの向上や業務改革を
始め、経営判断のスピードアップを図るシステムを提供してきたいと
考えています」と、今後の方針を説明。実際、その言葉が示すように、
Google Appsのカレンダー機能と基幹システムの納品管理情報を連携
させ、店舗における商品管理の効率化を促進するシステムの構築に
取りかかっているという。

「DataSpider Servistaの導入を検討していた段階では、kintoneによ
るシステムの開発やデータ連携などはまったく考えていませんでし
た。また、kintoneの連携アダプタも提供されていませんでした。
あれから1年が経過し、今回、kintoneによる発注残管理システムを
構築しようとしたとき、アダプタがすでに準備されているのを知り、
あのときDataSpider Servistaを選択して私たちの判断は間違いではな
かったと、あらためて確信しました。
今後も、 新しい技術へ即座に対応できるよう、対応アダプタの種類

を積極的に増やすとともに、さらなる信頼性の向上にも期待していま
す」と鈴木氏は語る。
現状に満足することなく、DataSpider Servistaのポテンシャルを最

大限に引き出すことで、システム開発の生産性や付加価値をさらに向
上させることをめざしている。
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■本社　東京都江東区豊洲3-2-20（豊洲フロント）
■パートナーページ
　　　　http://dataspider.appresso.com/service/partner.html

プラットフォームソリューション事業部門 
ITエンジニアリング事業本部  ミドルウェア部  技術第一課
TEL：03-5166-2702

DataSpider Servistaに関するお問い合わせ先

株式会社バルス
本社所在地  ▶  東京都渋谷区神宮前五丁目 53 番 67 号
創　　業 ▶ 1990 年 7 月
資 本 金 ▶ 13.4 億円（2014 年 1月現在）
従業員数 ▶ 2,121 名（アルバイト従業員含む）（2014 年 1月末時点）
U　R　L ▶ http://www.bals.co.jp/

「実際に触ってみて、DataSpider 
Servista はとても使いやすいと
思いました」（忽那氏）

＊ 取材日時 2014 年 4 月
＊ 記載の担当部署は、取材時の組織名です。
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